
周辺環境放射線調査結果 
（県環境放射線テレメータ装置により確認） 
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（注）伊方発電所付近に設置しているモニタリングポスト等について記載 

○降雨の状況：有・無 

○伊方発電所の排気筒モニタ等にも異常なかった。 

 

（参考） 

１ 環境放射線の測定値は、降雨等の気象要因や自然条件の変化等により変動するので、原子力規制庁

の「平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）」に基づき、測定値を「平常の

変動幅」と比較して評価しています。 

「平常の変動幅」は、過去２年間（   、   年度）の測定値を統計処理した幅（平均値±標

準偏差の３倍）としており、一般に、測定値が「平常の変動幅」の最大値以下であれば、問題のない

測定値と判断されます。 

２ 環境放射線は線量(グレイ)で表されますが、一般的に、これに 0.8 を乗じて、人の被ばくの程度を

表す線量(シーベルト)に換算しています。 

例えば、線量率約 20 ナノグレイ／時の地点では、１年間に約 0.14 ミリシーベルト（ミリはナノの

100 万倍を表す）の自然放射線を受けることとなりますが、これは、胃のＸ線検診を１回受けた場合

の４分の１程度の量です。 

 

（放射線量の例） 
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環境放射線による１年間の被ばく線量 

（例：線量率約 20 ナノグレイ／時の地点） 

約 20 ナノグレイ／時×24 時間×365 日×0.8÷1,000,000 
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（原子炉等規制法） 


